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都市の立地理論

・都市地域の捉え方には，都市内部の地域
構造のほかに，都市を「点」としてとらえて，
その立地の仕組みを探究する視点がある。

・下図は，福島県の2000年の人口1.5万人以
上の市町について，年間卸売販売額（2002）
で示したもの。

・大規模都市の立地は，密集的でなく散在的
・小都市は，大都市を補完するように立地
・県域の中心に最大都市 ・地方（県北，県南，
会津，相双，いわき）ごとに中規模都市

・1930年代，南ドイツの都市的集落の分布が
規則的なことに気づいて理論化を試みたの
が W. Christaller。 その理論が …

Central Place Theory （中心地理論）
※アメリカで大発展したので英語で定着。

・Freiburg大で経済学を学び，
卒業後，地域計画に携わる。
・1929年，Erlangen大入学。
・1933年，中心地理論を含む
南西ドイツの都市分布研究
を発表。
・戦後，西ドイツの国土計画
に携わり，1950年，応用地理
学会を創設。
・1960年代，中心地理論がア
メリカで脚光。世界に流布。

Walter Christaller
(1893-1969)

・この図から，都市の分布には規則性や
法則性ありそうだと思えるだろうか？

中心地理論の「都市」

2）都市の規模と機能
・規模 … より有利な位置の都市（中心地）ほ
ど，多くの機能が集積して大規模化
⇒有利な位置 … 需要の中心，交通拠点

・機能の種類 … 有利な位置の都市ほど広域
的にサービスを供給する＝広域の需要に支
えられて成立する「高次の機能」が立地

1）都市的機能の本質
・都市の本質的機能は財やサービスの提供。
・都市内の顧客よりも，都市をとりまく周辺地域へ
のサービスが，より本質的。
・つまり，都市の本質は，そのサービスを受ける周
辺地域＝「補完区域」の「中心」となること。
⇒「都市」には多様な意味が伴うため，「中心地」
と呼び換えるのが，より科学的。
・都市のサービス機能の量は，その補完区域＝
サービスエリア＝商圏の広狭に反映。

中心都市中心都市中心都市中心都市
補完区域

大都市大都市大都市大都市

小都市小都市小都市小都市

中心地理論の
都市と商圏

・都市は，サービス供給に伴って生じる
周辺地域からの人，モノ，カネ，情報の
流れが結節する場所
⇒都市の配置は地域の骨格

自給
自足

競合・
淘汰

階層的
分化

3）中心地の
階層的分化

・経済活動（交易）が盛んになるとともに，より有利な地点にある
中心地により多くのサービス機能が集積して大規模化

⇒中心地は，立地点の有利さの程度に応じて階層的に分化。

理論パターン

4）中心地分布の実証研究

（Christaller,1933）

南西ドイツの中心地配置

①各集落の中心機能の量を
電話の台数とみなし，

②各集落の「１人あたり電話
台数」を調べ

③それが，南西ドイツ全域の
数値＝地域の平均を超える
集落を「中心地」と認定。

④その量と実感に照らして，Ｌ
〜Ｍの「階層」を定義。

L = Landes
P = Provinzia
G = Gaubezirks
B = Bezirks
K = Kleis Stadtchen
A = Amt
M = Markt
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中心地研究の展開 ・「階層性」の実証 … 三つの方法

b）機能の階層性

c）補完区域＝商圏
の包含関係

a）規模分布の不連続

・成立閾 … 各機能の立地に必要な最少
の需要量（人口） … 地域人口÷店舗数

・機能階層 … 成立閾人口
の量に応じてクラス分け

・中心地階層 … 機能階層ごとの
機能（業種）群の立地比率に応じ
てクラス分け

F=全部あり, P=一部あり

a）Rank-Size分布 上位100位

郡山

秋田
盛岡

山形
青森

いわき

郡山

秋田

青森
盛岡
山形
八戸
弘前

1,081・・・・仙台 7,188・・・・仙台

石巻 八戸

いわき
福島

弘前
矢巾

会津若松，酒田

… 東北地方の市町村（2000年）の例

c）機能の成立閾階層 Watanabe（1955）,
堤（1975）

・福島県の382旧市町村の機能数を
職業別電話帳（1971版）で数え，
・各業種の階層を分類⇒

低
次
（普
遍
的
）→

→

高
次
（希
少
）

・旧市町村の階層を最高次機能で定義↓

円：10km圏

堤正信（1975）

362中心
集落の機
能階層

b）商圏と集落階層
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⇒基本は平野部の3階層構造
… 郡中心，町村中心，近隣中心

・経済活動・購買密度の程度に応じて違いが通勤圏ごとの階層構造 渡辺良雄
（1965）

生活圏レベルでは階層
構造は確かに存在。

東北の都市配置
Ⅰ： 仙台 … 東北地方の広域都市
… 広域中心都市，ブロック中心都市

Ⅱa： 青森，盛岡，秋田，山形，郡山

… 県域の流通経済中心
＝ 県庁所在地級都市

Ⅲ：会津若松，鶴岡，酒田，米沢，北上
… 数郡にまたがる中心市

Ⅳ：郡中心市 … １郡程度の地域の
中心市。多くは，戦後の新制市。

Ⅴ：地方町 … 隣接町村域の中心，
旧町制自治体の中心集落。

Ⅱb ：福島，八戸，弘前
… 県域の副拠点都市
… 人口は県庁都市級だが，県域の
経済中心とはいえない都市

… 明瞭な
階層的配置

★明瞭な階層性の要因は？

仙台の小売商業地

（小売商店の連続的分布地）

都市内の中心地構造

根田克彦（1985）：仙台市における
小売商業地の分布とその変容．
地理学評論，58A-11

根田克彦（1985）
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1980年代以降の変化

・買い物行動の変化
… 購買地の広域選択
⇒最近隣仮説の崩壊・大型商業施設の増加

… 郊外の発展，大駐車場付設，地方
小都市・農村部にも巨大SC・モール
⇒ One Stop Shoppingの利便性

・商圏淘汰 … 中心都市のみ商勢維持
⇒宮城県北の例

・既存商業地の衰退
… 中心商店街で商勢を維持してるのは
仙台くらい。 県庁所在地都市でも苦境に。

商業・流通環境の激変

・広域スケールでの変化＝東北
・大都市ほど中心性を維持
・小都市ほど中心性低下
・中心性の増加は最大都市のみ

・卸売機能の合理化と淘汰
・高速道路網の発展
・大手小売の卸進出

⇒地方問屋衰退

・モータリゼーション
・1家に2台のクルマが普通に

・「中心地」の認定困難
… 1施設だけで都市級のサービス機能

自治体大合併で，統計利用が困難に

宮城県北の商圏変動

古川古川古川古川

迫迫迫迫

築館築館築館築館

・率を維持したの
は古川と佐沼
（迫）だけ。
・築館以下の町
場はすべて衰退。
・その社会背景
は？

買回品の自市町村
購入率の変化
（1982〜2006）

中新田中新田中新田中新田

涌谷涌谷涌谷涌谷

宮城県の商圏
2012

b）商圏

※県消費購買動向調査
による（3年ごとに実施）

・商圏調査の難点
… 手間，コスト

・中心地理論の「都市」の本質的機能
… 財・サービスの周辺地域へ供給

・その立地も，都心部や都市地域に限ら
れない… 郊外や農村部にも

・しかし今，その相当部分を大規模SC，
モール，コンビニが担う。

・このような現代において，「都市」の
本質的機能とは？

… これらを論理的・実証的に示すのは，容易ならざる課題。

・それを担う機能は，かつては市場や商店
街に立地していた。

・それらは，大手デベロッパーの立地戦略
に従った "foot loose" の機能になった。

・仙台が高次の中心機能をもつ大都市で
あることは誰も疑わない。
… では，仙台にあって他にない機能は？

・また，高次の中心機能とみられた卸売業
も，都市の外に移るようになった。

・広がる郊外 …「都市」の広がりをどう
捉えるべきか？

・盛岡，山形，石巻，古川，白石 … は？

・「都市的」な「サービス機能」を，もっと
細分して吟味する必要あり。

… 商業・サービス業の多くは都市化の付
随機能で，本質機能とはいえないのでは？

「中心地」認定をめぐる本質問題

・将来 … 人口減少で郊外は縮むかも？


